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的には中!')化型腺癌で se.ly2, ,ヽ0.112tNo3.1111

であった.また詳細な病 理学的検討の結鼠 食道病変は

主病変とは非連続性の率分化型腺癌であり,胃癌の壁内

転移と診断した.このような癌腫に対してぼ,手術の轍

治後と侵襲を考慮して,胃全摘に加え中下縦隔リンパ節

郵清を伴う非開胸食道切除術が適当であると考えた.

131頚部進行食道癌に対する Grill()手術の
経験
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畠山 勝義 (新潟大学第-外科)

頭部食道癌の外科的治療成績は,胸部食道癌に比べ不

良である.しかしながら,敬治的切除,リンパ節郭清を

十分をこ行うことをこより治癒せしめる症例も多(,また駁

治的手術の適応と為し得なくても,癌腫による気道狭窄

や閉息,咽頭食道狭窄の改善のために切除再建適応とす

るべきものもある.

今晩 我々は頚部食道癌気管浸潤例2例に対し,咽頭

食道切陰 雨側頭部及び上縦隔リソバ節郭敵 艦郭気管

療作成 (Grillo),咽頭胃吻合術を行い良好な結果を得

たのでここに報告する.

14)原発性十二指腸癌の検討

一乳頭部癌 との比較-
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E目的と対象ヨ原発性十二指腸癌の特教を明らかにす

るために,過去6年間の原発性十二指腸癌手術症例7例

(以下 DK群)ど,乳頭部癌手術症例14例 (以下 PVK

群lとを臨床病理学的に比較検討した.【結果】(i71_)K

群LT)最大径は 2.5-6.5cm (平均 ⊥･1.3cm)で Pl･･rIく群

に比べ有意に大きい腫壕が阜かった しp-O.OO35).(ざ

手術は全症例に PD が施行されており.深達度は ssが

1例 ,siが6例,lJンべ節転移は siLr)6例中5例 に認

められ,PVK 群に比べ有意にリソバ節転移症例が多かっ

た (p-0,0181上 下行部の症例の2例で 16bliこりン

パ節転移を認めた.③ 3年生存率は DK群75%,PVK

群82.506で.両者の間に有意差はなかった.【まとめ】
DK群は PVIく群に比較 し,進行癌で発見されること
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が多く,また16番リンパ節に転移している症例もあるた

め,手術は16番郭清を含む PD が必要であると考えら

れた.

15)食道と他臓器の重複癌症例の検討

片柳 寮雄･中川 悟
山本 睦生･斉藤 英樹
桑山 哲治･藍沢 修
丸田 密書 (新潟市民病院外科)

1996年末までしりL'二川潤い二経験 した食道癌症例305例

のうち,他臓器に患擾癌のある57例 (18.7%)を対象

として.手術術式,治療成績を申し､に検討した.同時性
重複癌が33例,異時後塵腹痛は食道癌発行が11例,他臓

器癌先行が13例であ-･_､た.蚤複臓器は胃が二%)例 (5_I).6001

と最も多く,続いて太腹 ･直腸 8例,咽頭 書喉頭ア例,

肺4例,甲状腺3例,尿路系3例などであった,胃癌と

の重複例では,早期癌が胃管作製時の切除範囲に含まれ

る場合を除いて胃全摘,回結腸あるいは空腸による再建

を原則とした.雨癌に対して治癒が期待できる治療がで

きたのは同時性重複癌26例 (78.8%),異時性重複癌の

であり,5盤率はそれぞれ31.3%,25.0%,47.6%で

あった,治療成績向上のためには重複癌の存在を念頭をこ

おいた診断と,雨癌の治癒を目指した積極的な治療が重
要であると思われた.

16~)正常分娩直後に性器出血で発見された妊娠

性純 毛癌の 1例

棄権 義弥 ･芹川 武大
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正常分娩後異常性器出血をこて発見された妊娠性繊毛癌

症例を経験したので報告する,

【症例】26歳,初産,妊娠経過順調.平成7年6月27

日正常分娩.7月29日より性器出血を認め,8月7日子

宮内容除去術を施行したが,その後も性器出血が持続し.
8月17日再度子宮内容除去術施行した.繊毛性細胞を認

波断層法で,子宮内に 14×7.7nlnlの寝癖性病変を認

札 MRlでは.子宮筋層内に高信号域を認めた.胸部

Ⅹ線写寛では転移巣は認められず,総毛癌診断スコア5

点,臨床的繊毛癌と診断.9月15日よりEtoposide150

mgx5日間,1Oj-]5日よりMEA療法をココ一一一ス施行.
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現在外来経過観察中である,

監まとめ】正常分娩後は,悪露と異常出血の鑑別が困

難と思われるが,本疾患を常に念頭に置く必要があると

思われる.

17)子宮頚部扇平_lr_乾癌 I,m朋 higtlrisk

pyの有朋性

㍉ ･･∵ 工 ･

部南平上皮癌 Ib.tT朋の highrisk11例に対しPVP

頼法を施行後,広汎子宮全摘術を行った.Neoadjuヽ･ant

chemotherapy(NA仁)前後L:T)MRlで鷹揚縮小率を,

摘出物で巌織学的効果を評価した.リソバ節転移および

予後 (観察期間10カ月から6年8カ月)は1971年1円

かLI:-1987年12月までiこ当科で治療した同背景の NAC非

施行45例と比較検討した.患者平均年令は39.5才 し29

-49才)で,NAC奏功度は PR 9例,MR 2例で,

組織学的奏効度は GradcI が2f札 rIが9例で:.弘一,

た.所属IIンべ節転移は18.1%に認め,比較対象群Lr)59.1

%に放し有意に減少を認め,2例では術後追加療法が回

避できた.PVP療法の副作用に盈鰭なものを認めなかっ

た.予後は1例が17カ月で膝壕死, 1例は治噴開始1年

で肺転移を認めたが,化学療法により6年8カ月経過 し

無病生存中で.他LL')9例は10カ月かl､)6年･J卜J)i-:](17L)観察

期間で再発なく生存中である.現時点では5生率に対象

群と有意差を認めなかったが, 今後農期の観察が必要と

考えられる.

181前立腺癌再発再燃後における所謂抗アンド

t]ゲン除去症候群の発現なL､)ぴに dexame-

thas()ne投与の効果

･し. ･二･･(-)." ･∴ :∴言 .I.I.:.::.･

【日的,対象】進行前立腺癌で前立腺特異抗原 LPSA)

値の再上昇を認めた16症例丸 その後内服L7)抗ーJ'ンド【,

ナン剤または estramustineを中止した症例について,

PSA値の変動を中心に検討した.また.その後の増悪

症例に対して dexamethasone(DXM)を授与し,PSA

の変動を検討した.【結果】16例中 PSA 値が内服ホ′し

モソ剤中止直前の90%以上の低下が観察された症例は3

例であった.さ吊こ,5000以上LT)低下は5例に観察さか

た.DXM 投与7例中3例は内服ホ′レモン剤投EJ'-｢車LL･.後

一時的に PSA 値が500訂Lと低下した症例であ上 2

例は PSA値が50%以下の低下を示した症例であった.

DX入′･1し7)効果は CR が4例.NCが1例.PI)か1)例

であった.【結語】今後所謂内分泌療法不応癌に対して

は抗アンドロゲン剤の投与中止や DXM 等の投与も積

極的に考慮してよい治療法と思われた,

191前立腺特異抗原 (PSA)測定における非結

合型 PSA 測定の臨床的有酬射こ-)いて
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前Lz_'._腺特異抗原 (fSA)の測定に閏Lて α卜antichy汀l(T

try,PSin結合 PSA (ACT-IちA)と非結合 PSA LfPSA)

の測定が問題になっている.現在市販の 仔竪A測定キッ

トは存在せず,7･づeminoprotein(7.Sm)測定は fPS:～

を測定していると言われているが.測定感度が低上 現

在前立腺癌L/T)早斯発見に試jJ7才tvてし､るrPSA'tPSA比

率闘豊潤いづらい.ACT-PSA は加熱により不活化す

ることが知られてし､る.今回.我々は TOSOHassayを

開いて.fPSA 測定と熱処理iこよりA(TI'--･Ⅰ'SA を不活

化することによる fPSA tTl測定を試.ち.有用性を検討

した.7･Sm>1.5ngml('!)検体では fPŜ Lr.)測定結

果と 7-Sm の測定結果は非常によく相関し,かつ.本

測定系では tPSA も fPSA も 0.111gmlまで測定可

能である.今後,汁)SA L71測定結果は臨床に有岡な情報

を授供できるものと思われた.

20)前立腺癌に対する delayedprostatectomy

大沢 督L雄･)廿上 芳明
川崎 降 ･今井 智之 ぼ 漂豪畏病院)

前立腺癌に対し,診断確定後直ちに前立腺全掬を行っ
た群8倒 しimmediateprostatectomy-Ⅰ群l.と去勢

衝を中心とする内分泌療法後6カ月から1年 (平均uカ

即 LT)間iこ全摘術を行った19倒 しdelayedpropstatectomy

-Ⅱ群)をこついて比較した.病期 A2,B,Cの症例は,

Ⅰ群,tl群ともに他病死 (1例),非癌死 (1例).不明

摘例)を除 く全例が生存している (王群4例,平均生


